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はしがき
生理活性物質ポリアミ ン ( プト レス シ ン ､ ス ペ ルミ ジン ､ ス ペ ル ミ ン) の 機能は ､ 細
胞増殖時に増加するポリア ミ ンに よる蛋白質合成促進に基づく遺伝情報伝達の モ ジ ュ レ
ー シ ョ ンと , 生命の 維持 に必須なイ オ ンチ ャ ネル (NM D A受容体､ K＋チャ ネル等) の 油
性を調節する機能 の 二 つ に大別される ｡ 前者は大腸菌を用 い て 研究し ､ 現在まで に栄養
供給に関与するオリ ゴペ プチ ド結合蛋白質 (oppA)､ cA M Pを産生す るアデニ ル酸シク
ラ ー ゼ ､ R N Aポリメ ラ ー ゼ の 開始因子 G38､ 鉄輸送蛋白質合成の転写促進因子 FecI(cT18)
及び rR N A､ ある 種の tR N A合成の転写促進因子 Fis の 合成がポリアミ ン により翻訳レベ
ルで合成促進を受け る ことを明らか にした ｡ これ ら 5 種の蛋白質は､ 細胞増殖促進に関
与する多く の mR N A の合成を促進し ､ 細胞増殖に寄与 して い る o 一 方 ､ N MD A受容体
のポリア ミ ンに よる調節 (脱分極時 の促進､ 過分極時の 阻害) に関して は ､ 既に促進に
関与するポリア ミ ン の結合部位の モデル構造を1999年に報告して おり ､ 今回は阻害に関
与するポリア ミ ン の 結合部位の構造を明らか に した ｡ また､ 脳 にお けるポリア ミ ンの輸
送 ･ 放出を解析し ､ ポリア ミ ンが ニ ュ ー ロ モ ジ ュ レ ー タ ー と して 機能する可能性を強く
示唆した ｡
研究組織
研究代表者
研究分担者
研究経費
平成14年度
平成15年度
計
五十嵐 一 衛 (千葉大学大学院薬学研究院教授)
柏木 敬子 (千葉大学大学院薬学研究院助教授)
1 0, 1 0 0千円
4 , 0 0 0千円
1 4, 1 0 0千円
研究発表
(1) 学会誌等
1.
2
.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
ll.
12.
13.
14.
K. Nisbim ul･a, F. Nakats u, K･ Kashiw agi, H･ O hn o, T･ Saito, a nd K･ lgar a shi: Ess e ntialrole of
s- aden o sylm ethio nin ede c arbo xylase in m o u s e el--bryo nic developm e nt･ Ge n es Cells 7,
4t-47(2002)
K･ Ka shiw agi, T･ M a sし1ko, C･ D･ Nguyen, T･ Ku no, Ⅰ･ Tat-aka, K･ Iga r ashi, a ndK ･ W illia m s:
Chann el blo ckers a ctlng N- m ethyトD -a spartate re ceptors:Diffe r e ntial effe cts of m utatio n sin
the vestibule and ion chanrl elpo re . M oL. P h(m nac o]･ 6 1,53 3-545(2002)
I
K, Nishim しu･a
,
Y. O hki,T. Fukuchi- Shim ogori, K. Sakata, K. Saiga, T. Beppu, A･ S hirahata, K･
Kashiw agl, and K･ Iga r ashi:Inhibitio n ofc ellLn
･
O Wth thr o ugh in a ctiv ation ofe uka ryotic
tra n slation initiatio nfa cto r5 A(eIF5 A)by deo xyspe rgualin . BL
'
o che m･ L7･ 3 6 3
,
76 ト768
(2002)
T･ Nitta
,
K･ Iga ra shi, a nd N･ Ya m a m oto :Polyamin edepletion indu c e s apopto sis through
mito cho ndria- m ediatedpathw ay. Exp. Cell Res･ 2 76,1 20-128(2002)
G. Hiroka w a
,
M . C. Kiel, A. M uto, M . Selm er, V. S. Raj, A . Liljas, K. Iga r ashi, HI Kaji, a ndA･
Kaji:Po st-temlination c omplex dis a s s emblyby ribo s oITl e re cyclingfa cto r, a fu nction altR N A
mil血 c. E M B O J. 2 1,2272- 281(2 002)
K. Ka shiw agi, A . In nami, R. Zenda, H. Tomito ri, and K. Iga r ashi:TheA T Pase a ctiv ity a ndthe
fun ctio nal do m ain of PotA, a co m po nent ofthe spe rn1idin e-pr efer e ntial uptake system in
Es cheT･･ichia c o/i. J. Bt
'
oL. Che m. 2 77, 24212-2421 9(2002)
M . Ka w a n o, K. Igara shi, I. Ya m ato, a nd Y. Kakin um a:Al
･ginin e r e sidu e atpo sitio n573 in
Ente7･O C O C C 乙L Shi7-a e Va C u Olal･ -type A T Pa s eNtpl s ubu nit plays a cr ucial r ole in Na
十
tl･ a nSlo c atio n. J. Biol. C heJn. 27 7, 24405-24410(2002)
G Hir oka w a, M . C. Kiel, A. M uto, G. Ka w ai, K. Igar a shi, H. Kaji, a nd A･ Kaji:Binding of
ribo s o me re cycling fa ctor to ribo s o m e s, c om paris on with tR N A･ J･ Biol･ C hem ･ 2 7 7,
35847-3
r
5852( 002)
M . Yo shida, K. Kashiw agi, G. Kaw ai, A. Ishiha m a, a nd K. Iga r a shi: Polyamin e s enhanc e
synthe sis ofthe R N Apolym era s e G
3只
s ubu nitbys uppr es sion ofa n a mbe rte -in atio n c odon
inthe ope n r e ad ingfr a m e･ J･ Bio[･ Chem ･ 2 7 , 3713 9
-37146(20 02)
v. s. Raj, C. Frill, M . Yo shida, K . Sakata, K･ Kashiw agi, A･ Ishiha ma, a nd K･ Iga r ashi:
Decreas ein c ellviability l n an R M F, G
3 8
and OmpC triple m uta nt of Escherichia coli･
BL
'
ochem . Biophys. Re s. Cotlu n tE n･ 29 9, 252- 57(2002)
K. Sa m ata, T. Yarnagishi, T. Ichihara, K. Na n aumi, T. Ikeda, ”. Ikeya, A ･ Kuraishi, S･ Nakaike,
K. Ka shiw agl, and K･ Igarashi: Establishm ent a nd chara cte riz ation of m o u s eF M 3 Ac ell
m uta ntr e sista nt totopoIS O m e r aSelI-inhibitol
･ N C-190･ Call C er Che m other･ Phal･m a COl･ 50,
367-372(2 002)
H. To mito ri, M . Nenoi, K･ M ita, K･ Daino, K･ lga ra shi, and S･ Ichim ura:Fu nctional
char a cteriz atio n of the hum a n spen nidine/spe n nine N
/
- a c etyltl
･
anSfe ra se gen e pr o m oter･
BL
'
o chL
'
m . Biophys. Acla1 57 9,180-I8 4(2 002)
T･ Ma s uko, K･ Ku s a m a-Egu chi, K･ Sakata, T･ Kusam a, S･ C haki, S･ O kuyam a, K･ W illiam s, K･
Ka shiw agl, a nd K･ lgara shi:
■polya min etranspolt, a C C u mulationl and re一e a s ein brain ･ J･
Neltl･O Che m. 8 4
,
610-617(2003)
K. Sakata, K. Ka sbiw agi, S. Sharmin, S. Ueda, a nd K. Iga r ashi: Acr oleil- Pr odu c ed fr om
_ フ _
polyamine s a s o n e ofthe u remicto xil S. Bt
'
oche m. Sa c. 7Tra ns･ 31,37 ト374(2003)
15. K･ W illia m s, M ･ Dattilo, T･ N･ Sabado, K･ Ka shiw agl, a nd K･ lgar a shi:P ha n nac ologyof 82
glutam ate l
･
e C ePtOrS:E.Ere cts ofpe nta midin e a nd pr oto n s･ L7･ P harm a c ol･ Exp･ Thel
･
･ 305
,
フ40-748(2003)
16. K. Sakata, K･ Ka shiw agi, S･ ShalⅦ in, S･ Ueda, Y･ Irie, N･ M ul
･
Ota ni, a nd K･ Igar a shi:Incr e a s e
in putl
･
eSCine, a rnin e oxidas e a nd a crolein in pla s m a ofl
･
e n al failur epatie nts･ Biochem ･
Bt
'
ophys. Res. Com m u n･ 305, 143-149(2003)
17･ C･ - M ･ I･ o w, P･ Lyubo sla vsky, A･ Fre n ch, P･ Le, KI Wyatte, W ･ H･ Thiel, E･ M ･ Mal
･
Cha n, K･
Igara shi, K･ , Ka shiw agi, K･ Gel
･
ne rt
,
K･ W illial--S
,
･ F･ Trayn elis, a nd F･ Z he ng: M ole cular
dete n -1in a nts ofproto n-s e n sitive〟- m ethyトD- a spa rtate re c eptol
･
gating･ M o[･ Pha rm aco]･ 63,
1212-1222( 003)
18. M . Kai, C. Kaito, H. Fuka m achi, T･ Higo, E･ Takaya m a, H･ Ha ra, Y･ O hya, K･ Igara shi, a nd K･
Shioka w a:Overexpr e s sio n ofS-adeno sylm ethio nin ede c al
･bo xyla s e(S A M D C)in Xe7WPLLS
e mbryo s activ ates m ate rn al pr ogl
･
a m Of apopto sis as a
”fail- safe” m echa nis m of e arly
e mbryoge n e si . Cell Re s. 13,1 47-158(2003)
(2) 口頭発表
I. 吉田 円, 柏木敬子 , 河 合剛太, 石浜 明, 五十嵐 - 衛: ポリア ミ ン レギ エ ロ ンの 翻
訳 レベルで の 発現調節機序 . 日本ポリア ミ ン研究会 一 策1 7回研究発表会, 平成 14年 1
月
2. 柏木敬子 , 益子 崇, 久野智子 , 田中郁子, K. W illiam s, 五十嵐 - 衛:N M D A受容体
3.
4.
チ ャ ネル領域 の構造. 日本ポリア ミ ン研究会 一 第17回研究発表会, 平成14年l月
新田 剛, 五十嵐 一 衛, 山本三毅夫, 山本直樹: B 細胞の アポト ー シ ス におけるポリ
ア ミ ンの 役割. 日本ポリ ア ミ ン研究会一 第1 7回研究発表会, 平成 14年 1月
坂田かおり , 相木敬子 , S. Sharmin, 上田志朗, 白幡 晶, 五十嵐 - 衛: 腎不全患者血
中にお けるポリ ア ミ ンの 尿毒素 へ の 変換 . 日本ポリ アミ ン研究会 一 第17回研究発表会,
平成 14年1月
5. 柏木敬子 ･. N M D A(N- m ethyl- D- a spartate) 受容体の構造 ･ 機能解析並び に脳機能改善
薬の開発 . 日本薬学会第 122年会, 平成 14年3 月
6. 柏木敬子 , 五十嵐 - - 衛: ポリア ミ ンと脳機能 . 日本薬学会第 122 年会, 平成 14年 3
7.
8.
月
西村和洋, 中津 史, 柏木敬子 , 大野博司, 賛藤 隆, 五十嵐 - 衛: s- アデノ シルメ
チ オニ ン脱炭酸酵素遺伝子 (Amdl) ノ ッ ク アウ トマ ウ ス の月別生致死 の解析 . 日本薬
学会第 122年会, 平成 14年3 月
植村武史, 柏木 敬子 , 五十嵐 - 衛: 出芽酵母 GA B A輸送蛋白質 u G A 4に よるポリア ミ
ン輸送. 日本薬学会第122年会, 平成 14年3 月 , l14(2 002)
9
. W . Soks a w atm a ekhin, 小林名都子 , 柏木敬子 , 五十嵐 - 衛: カ ダベ リ ン輸送蛋白質 CadB
の 構造と機能 . 日本薬学会第 122年会, 平成 14年3 月
10. 吹詩友秀, 久野智子 , 柏木敬子 , 五 十嵐 - 衛:N M D A受容体の 調節領域タ ンパ ク質の
精製とそ の 性質 . 日本薬学会簡122年会, 平成 14年3 月
Il
. 益子 崇, 草間園子 , 柏木敬子 , 木村栄 一 , 五十嵐 - - 衛, 草間 貞: 大環状ポリ ア ミ
12.
ンによる NMD A受容体活性調節. 日本薬学会第122年会, 平成 14年3 月
吉田 円, 柏木敬子 , 河合剛太, 石浜 明, 五十嵐 - 衛: ポリ ア ミ ンによ る R N Aポ
リ メラ ー ゼ G38サ ブ ユ ニ ッ トの 合成促進機序. 第 4 回日本 R N Aミ ー テ ィ ング (第 4
- 3 -
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
2l.
22.
23.
24.
25.
26.
27.
28.
29.
3 0.
回日本 R N A学会年会), 平成 14年 7月
康川 剛, M . C. Kュel, 六藤愛子 , V. S. Raj, 梶 日出子 , 五十嵐 - 衛, 梶 昭: R R F
と E F- G によ る翻訳終結後複合体か らの niR N A遊離に はtR N Aの 遊離が必須で はある
が十分で は無い . 第 4 回日本 R N Aミ ー テ ィ ン グ (第4 回日本 R N A学会年会), 平 成
14年7 月
相木敬子, 五 十嵐 - 衛: タ ンパ ク質 との 相互作用に基づくポリア ミ ン の 生理作用 . 第
75回日本生化学会大会, 平成 14年10月
坂 田かお り, 柏木敬子, 上 田志朗, 五 十嵐 一 - 衛: 腎不全疾 患 にお けるポリ ア ミ ンの 尿
毒性発生機序. 第75回日本生化学会大会, 平成14年1 0月
山下智子 , 西村和洋, 柏木敬子 , 五十嵐 一 衛: 細胞周期 にお け るポリ ア ミ ンの 機能解
析 . 第 75回日本生化学会大会, 平成 14年10月
吉田 円 , 柏木敬子 , 河合剛太, 石浜 明, 五 十嵐 - - 衛: ポリア ミ ン によ る R N Aポ
リメラ ー ゼ u 38 サ ブユ ニ ッ トの 合成促進機序. 第75回日本生化学会大会, 平成 14 年
10月
腐川 剛 , M . C. Kiel, 六藤愛子 , V. S. Raj, 梶 日出子 , 五 十嵐 一 衛, 梶 昭: 翻訳
終結後複合体分解反応 における各種蛋白質生合成阻害剤の影響. 第 75回日本生化学
会大会, 平成14年10月
w . soksa watm a ekhin, 倉石愛子 , 柏木敬子 , 五十嵐 一 衛: c adB Aオ ペ ロ ン の 生理的な役
割に 関す る研究. 第 75回日本生化学会大会, 平成 14年1 0月
幸田理沙, 印南 朱, 柏木敬子 , 五 十嵐 一 衛: ス ペ ル ミ ジ ン優先取り込み系の PotA
ÅT Pa s eの 活性調節 と複合体形成時における PotB お よび potc と の 相互作用 . 第 75回
日本生化学会大会, 平成 14年10月
新田 剛 , 五 十嵐 一 -衛, 山本直樹: 細胞内ポリ ア ミ ンの 減少 によ る アポト ー シス とそ
の 実行経路の解析. 第 75回日本生化学会大会, 平成 14 年 10月
柏木敬子, 五十嵐 - 衛 ･. ポリア ミ ン に よる N M D A受容体活性調節 . 第 24回生体膜と
薬物 の相互作用 シ ンポジウム , 平成 14年11月
植村武史, 立原 健, 柏木敬子 , 五 十嵐 一 衛: 出芽酵母 にお ける細胞内ポリア ミ ン濃
度調節に果たす液胞 の 役割 . フ ァ ー マ ･ バイ オ フ ォ ー ラ ム 2002, 平成 14年11月
山下智 子 , 西村和洋 , 柏木敬子 , 五 十嵐 一 衛: 細胞周期 にお けるポリ ア ミ ン の 機能解
析. フ ァ ー マ ･ バイ オ フ ォ ー ラム 2 002, 平成 14年 11 月
五十嵐 - 衛: ポリ ア ミ ンは蛋 白質合成の 潤滑剤 . ｢ゲノ ム広場+ in 束京, 平成 14年
11月
M ･ Yo shida, K･ Ka shiw agi, G･ Ka w ai, A. 1shiha ma, and K. 1gara shi:Polya mine m odulatio n of
pr otein synthesisthr ough itsinte ra ctio n with R N A- Mg
2＋
･ The 2ndSympo siLL m O nChe mical
Bt
-
olog 叩/Metal Se n s o 7.S Vt･,ith Switchi]1gFu FICtions, Kyoto, Japa n, 平成 1 4年 10月
K･ Igar a shi:Ac r olein pl
･
Odu c ed fr o rnpolyamin es a s o n e ofthe ul
･
e micto xin s. Bio chemic al
Aspe cts ofFIealth a nd Dis e a s e, Lo ndon, U K, 平成 1 4年12月
幸田理沙, 印南 未, 柏木敬子 , 五十嵐 - 衛: 大腸菌と 77e17nOtOga maritim a の ス ペ ル
ミ ジ ン優先取り込み系 A T Pas ePotA の機能 . 日本ポリア ミ ン研究会 一 第18回研究発表
会, 平 成 15年 2月
富取秀行, 根井 充, 三 田和英, 台野和広, 五十嵐 - 衛, 市村幸子: ス ペ ル ミジ ン/
ス ペ ル ミ ン N
l
ァセテ ル転移酵素の遺伝子転写制御碩域の解析 . 日本ポリ ア ミ ン研究
会 一 第18回研究発表会, 平成15年 2月
雷門 円 , 柏木敬子 , 石浜 明, 五 十嵐 - 衛: ポリ ア ミ ンモ ジ ュ ロ ンによ る遺伝子発
現調節と新規モ ジ ュ ロ ンの 同定 . 日本ポリア ミ ン研究会 一 第18回研究発表会, 平成 15
- 4 _
31.
32.
33.
34.
35.
3 6.
37.
38.
39.
40.
41
.
42.
43.
44.
45･.
4 6.
年 2月
柏木敬子 , 益子 崇, 贋瀬直雄 , 草間園子 , 坂田か おり , 草間 貞, 茶木茂之, 奥山
茂, K. W illia ms, 五十嵐 - 衛: ス ペ ル ミ ン によ る N M D A受容体悟性調節 . 日本ポリア
ミ ン研究会 一 第18回研究発表会, 平成 15年2月
室積 香, 西村和洋, 柏木敬子 , 五 十嵐 一 一 衛: スペ ル ミ ジン含有タ ンパ ク質 eIF5 A の
細胞増殖 に果たす役割. 日本薬学会第123年会, 平成 15年3月
束 恭平, 吉EEf 円, 坂田かおり, 柏木敬子, 五十嵐 - 衛: 翻訳過程にお ける fra m e sh泊
及び suppre s sio11 に対するポリ ア ミ ンの 効果 . 日本薬学会第123年会, 平成 15年3月
佐久間愛, 坂田かお り , 柏木敬子, 五十嵐 - 衛: ウサギ網状赤血球およびF M 3 A細胞
を用 い た蛋白質合成開始機序の解析. 日本薬学会第123年会, 平成 15年3月
植村武史, 立原 健, 柏木敬子 , 五十嵐 - 衛: 出芽酵母ポリ アミ ン輸送蛋白質の細胞
内分布とその 活性調節 . 日本薬学会第 123 年会, 平成 15年3 月
草間国子 , 伊束育己 , 山本誠 人 須円篤博, 草間 貞, 接遇和子, 池上文雄, 五十嵐
- 衛, F. La111bein: ラ ッ ト初代培養脊髄細胞の細胞内カル シウムイ オ ン動態に対す る
β-o D AP の影響 . 日本薬学会第123年会, 平成15年3月
益子 崇, 草間国子 , 坂 田かおり, 草間 貞, 茶木茂之 , 奥山 茂, 渡辺和子 , 柏木
敬子, 五十嵐 一 衛: シナプス にお けるポリ ア ミ ン輸送系. 日本薬学会第123年会, 平
成 15年3 月
鈴木郁子, 益子 崇, 草間国子 , 渡辺和子 , 柏木敬子 , 五十嵐 一 衛, 草間 貞: Mo n o a min e
によ る N- m ethyl- D- a spartate 受容体活性調節. 日本薬学会第123年会, 平成 15年3月
植村武史, 立原 健, 友成由紀, 柏木敬子 , 五十嵐 - 衛: 出芽酵母プトレス シ ン輸送
蛋白 質の 同定と解札 束京慈恵会医科大学学外共同研究シ ンポジウム ポリ ア ミ ンと
核酸 の 共進化 第 2 回合同シ ンポジウム , 平成 15年9月
真鍋育子 , 坂田か お り , 康川 剛 , 柏木敬子 , 五十嵐 一 衛: 小麦腔蛋白質合成系を用
い た s-ade no sylm ethio nin e de carboxylase (S AM D C) の uO R F の機能解析. 束京慈恵会
医科大学学外共同研究 シ ンポジウム ポリア ミ ン と核酸の 共進化 第2回合同シ ンポジ
ウム , 平成 15年9月
坂田か おり , 臼井照喜, 西村和洋, 柏木敬子 , 上田志朗, 五十嵐 一 衛: 腎不全疾患の
尿毒素と して の ア ク ロ レイ ンと発生機序. 東京慈恵会医科大学学外共同研究シ ンポジ
ウム ポリ ア ミ ンと核酸の 共進化 第 2 回合同シ ンポジウム , 平成15年9月
M . Yo shida, K. Kashiw agi, A. Ishiha m a, a nd K. Igal･a Shi:1dentiflC ation of polyamin e
lⅥOdulons and r egulation ofgen e e xpre s sio nbythe lⅥOdulons. 第76回日本生化学会大会,
平成 15年10月
w . soks aw atm a ekhin, A･ Kuraishi, K･ Kashiw agl, a nd K･ Igara shi:Ex c r etion a nd uptake of
cada v e rinebyCad Ba nd itspbysiologic al 凡InCtions. 第76回日本生化学会大会, 平成 15
年10月
K･ Kashiw agi, KI W illia T-S, M ･ Dattilo, T･ N･ Sabado, a nd K･ Igar a shi: Pl
･
OPerties of 82
glutam ate re c eptors: effects ofpentami din e a ndprotons. 第76回日本生化学会大会, 平成
15年10月
M . Ta m u ra
,
T. H h･ose
,
T. Ho shin o, K. Kashiw agl, a nd K. Igar a shi: Mole c ulal
' dete n Tlin a nts
in volv ed in spe mline regulation of N M D Al
･
eCePtOl
･
S. 第 76回日本生化学会大会 , 平成15
年1 0月
G. Hil･Oka wa
,
H. Kaji, K. Igara shi, a nd A. Kaji: Ribo s om e s ar e relea sed from the e nd of
m R N Aand ina ctivated upo nill V Z
'
vo l
･
em OVal ofribo s o m el･ CyClingfa ctol
･
(R R F). 第76回
日本生化学会大会, 平成 15年 10月
- 5 -
47. T. Ya m ashita, K. Nishim ura, K. Kashiw agl, and K. Igal
･
aShi:Role ofpolya min e s on cel cycle
pr ogre s sio n. 第76 回日本生化学会大会, 平成15年10月
48. 柏木敬子 , 田村其紀, K. W illia m s, 五十嵐 - 衛: グル タ ミ ン酸受容体膜領域の 役割 .
第 25回生体膜と薬物の相互作用 シ ンポジウム , 平成 1 5年11月
49 五十嵐 - 衛: ポリア ミ ンは蛋白 質合成の 潤 滑剤 . ｢ゲ ノ ム 広場+ in 東京 , 平成 15年
11月
50･ K･ lga r a shi:Acl
･
Olein pr oduc ed 斤o 皿 pOlya mine sis c o 汀 elated witl-the degr e e ofs el
･io u s n e ss
of chr o nic re n al failu re a nd c e rebral is chemia. 2nd Indochin a Co17rer e n C e O n
pha m 7 a CeLLtt
'
c a/ Scie n c e s :′′Pha r m a cy qf
▲
Bette rQuality qf
-
L!fb′′, Ba ngkok, T haila nd, 平成 15
年5月
51. M . Yo shida, K. Ka shiw agi, A. Ishiha m a, a nd K. Iga ra shi: Ide ntifi c atio n of polyamin e
m odulo n s a ndl･egulatio n ofge n e e xpre s sio nbythe m odulo n s. Gof
･do nRe s ea ld7 Co f7斥r e n ce
on polya m L
'
n e s
,
New Lo ndo n, C T, U S A, 平成 15年 6月
52. K. Nishim ul･a
,
K. M ul･O Z umi, A. Shil
･
ahata
,
M . ”. Pa rk
,
K. Ka shiw agl, and K. Tga r ashi:
Indepe nde nt r ole of eIF5 Aa nd polyamin esin c ellpr olifer ation ･ Gordon Res e arch
co77fb7
･
e n C e O nPolya m [
'
]1 e S, New Lo ndo n, C T, U S A, 平成 15年 6月
53. T. Uem ul･a, H･ Tomitori, K･ Ta chihara, K･ Ka shiw agl, and K･ Iga ra shi:Cellularlo c aliz ation of
54.
T P Oproteins and r egulatio n of TP Oa ctivity by pho sphol
･
ylatio n. Go7do n Res e a 7
･
Ch
co7･!fbr e n･ce on Po[ya n u
'
n e s
,
Ne wLo ndo n
,
C T
,
U S A
, 平成 15年 6月
K. Kashiw agi: Polyamine transpoltin eukaryotic andproka ryotic c ells･ Go7
.do n Resea r ch
co 77fbr e nce o nPolya m E
'
n es, Ne wLo ndo n, C T, U S A, 平 成 15年 6月
55. K. Ka shiw agi, W･ Soksaw atm a ekhin, A･ Ku r aishi, K･ Sakata, a nd K･ Igar a shi: Role of CadB
in c ellgl
･
OWth a nd viability at a cidic pH. The Aw ajilntef7･l ation･al ForLL m O nr I17re Ctio n a nd
lm m.LL niO', Aw aji,Japa n, 平 成 15年 8 月
56. K. Kus a m a-Egu chi, M ･ Ya m a m ot , T･ Ueda, A･ Suda, T･ Ku s a m a, Y･ Ito, F･ Ikegami, K･
Igar a shi, F･ Lambein, arld K･ W ata n abe:I) ”ivo and in vitro study o nthe m e chanis m-of
pathoge n esis of n e u rolathyl
･is m･ 8th ln[e r n atio n al Co ngr e s son A mi7 W Acids and Pr otein s,
Ro m e,
'rtaly, 平成15年9月
57･ K･ lgarashi:Ide nt捕･c atio n ofpolyal--in e m odulons a nd regulation ofge n e e xpr e ssio nbythe
m odulons.
‾ 8th lnte m atio 71,al Co ng7
･
eSS On A min oAcids a nd P7･Otein s, Ro m e, Italy, 平成 15
年 9月
58. K. Ka shiwagi, T. Uem u r a, H . Tomito ri, K. Ta chihara, a ndK. Iga r a shi:Cellula rlo c aliz ation of
polyamin etra n sporter sT P O lto T P O 4and r egulatio n of T P O la ctiv itybypho spho rylatio n･
8th lnte r n att
'
o n a/ Co ngT
･
e S S O nAn u
'
n.o Acids a nd Proteins, Rom e,Italy, 平 成 15年 9月
(出版物)
l. 五 十嵐 一 衛 (分担翻訳): レ ー ニ ン ジ ャ ー の 新生化学第 3版 (下巻), 贋川書店 (2 002)
2. 五十嵐 一 衛 (分担執筆): 分子 生物学第2版 , 丸善 (2003)
3. 五 十嵐 一 衛 (分担翻訳): マ シ ュ ー ズ ホル ダ ア ハ ー ン カ ラ ー 生化学 , 西村書店
(2003)
- 6 -
